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（法第２８条第１項） 

 

令和５年度の事業報告書 

 

  特定非営利活動法人 

  かしわ環境ステーション 

 

１ 事業の成果 

令和５年度は、ようやくコロナ禍が収束し以前のような通常の活動状況に戻ることのできた

年度となった。しばらく活動を見合わせていた事業を復活させ、規模を縮小していた事業も元

に戻して活動を行った。調査・研究事業では生物多様性分野で種々の事業の計画を立案し、調

査研究活動や情報収集活動を継続的に行い、保全のための効果的な方法を構築するため様々な

活動を行った。情報収集・発信事業においては、環境を語る会なる勉強会を定期的に開催して

地球温暖化問題の取り組みを討論し、開催した講演会の様子は YouTubeを活用し、またホーム

ページにイベント情報、活動報告を掲載したりして広く情報発信を行った。普及啓発事業につ

いても多くの市民の参加が従来の姿に戻り、イベント等の実施には多くの児童や一般市民の参

加があり盛況であった。他の団体が主催するイベントにも積極的に参加した。 

 

 

２ 特定非営利活動に係る事業の実施に関する事項 

 

事業名 

 

事 業 内 容 

実施 

日時 

実施 

場所 

従事 者

の人数 

受益対象者の範

囲及び人数 

(１ )持続可能な

地域づくりに関

する調査・研究事

業 

①柏自然ウオッチャーズの

メンバーの協力を得て毎年

欠かさず行っている生物多

様性調査・保全活動。保全

を目的に対象重点地域の調

査を継続的に行っており今

年度もよい成果を残すこと

ができた。 

②休耕田の復田、谷津の保

全の取り組み。休耕水田を

復田し、稲作作業を行って

ビオトープ化を目指す。他

の団体の協力も得て実施す

るも整備には時間がかか

り、ビオトープ化は道半ば。

今後は市民にも参加を呼び

かけ事業を促進していく。 

年間を

通して

実施 

 

 

 

 

 

年に 10

数回 

柏市内 

全域 

 

 

 

 

 

 

柏市内 

手賀地

区 

 

会員 お

よび 協

力メ ン

バー 約

60名 

 

 

 

会員 お

よび 協

力団 体

約 20名 

柏市民不特定多

数 

 

 

 

 

 

 

柏市民不特定多

数 
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(２ )持続可能な

地域づくりに関

する情報収集・発

信事業 

①環境を語る会なる勉強会

を開催した。水素社会につ

いて、気候変動、SDGs へ

の取り組みなどをテーマに

3回開催した。 

②講演会「食エネ自給のま

ちづくり勉強会」を開催し

た。講師：小山田大和氏、

中嶋拓未氏。講演会の様子

は YouTubeで公開。 

③防災・環境フェスティバ

ルで体験学習会「ムダ紙か

らポストカードを作ろ

う！」を実施した。 

④「広報かしわ」やホーム

ページを活用してイベント

への積極参加を呼び掛け、

結果は活動報告にまとめホ

ームページに掲載した。 

⑤柏市民公益活動支援補助

金を利用して今まで使用し

ていた当法人の活動内容を

紹介するパンフレットを更

新した。 

2/18 

3/17 

3/25 

 

 

3/30 

 

 

 

 

8/20 

 

 

 

年間を

通して

実施 

 

 

完成は 

3月末 

パレッ

ト柏、 

 

 

 

パレッ

ト柏 

 

 

 

パレッ

ト柏 

 

 

 

 

 

 

 

デザイ

ン・印刷

は外部

に委託 

4名 

 

 

 

 

2名 

 

 

 

 

5名 

 

 

 

 

 

 

 

 

6名 

6名 

7名 

6名 

 

 

15名 

 

 

 

 

4組 8名 

 

 

 

柏市民不特定多

数 

 

 

 

柏市民不特定多

数 

(３ )持続可能な

地域づくりに関

する普及啓発事

業 

①従来年 2 回だけの実施だ

った自然観察会を大幅に充

実させ、座学と観察会をセ

ットにした自然観察連続講

座を開設、多くの参加者に

好評を博した。年間を通し

て 6 回実施し、参加者に自

然のホットポイント観察を

通して柏の自然の素晴らし

さを感じてもらった。 

②子ども達に自然・生きも

のへの関心を持ってもらう

べく自然観察、ワークショ

ップを実施した。夏休み自

由研究講座、子ども環境フ

ェスタへの参加。 

5/1 

5/9 

6/6 

10/27 

11/2 

11/14 

 

 

 

 

8/3 

8/27 

 

 

 

 

柏市内 

大津川

河畔、手

賀沼、手

賀の丘

公園、名

戸ヶ谷

ビオト

ープ他 

 

パレッ

ト柏 

イオン

モール

柏 

 

8名 

6名 

5名 

4名 

8名 

6名 

 

 

 

 

7名 

4名 

 

 

 

 

14名 

11名 

21名 

9名 

12名 

15名 

 

 

 

 

幼児・児童・保

護者自由参加 

参加者多数 
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③絶滅危惧種コアジサシの

保護活動。今年度は修復し

たデコイの設置、見学会も

参加者を募って実施でき

た。参加した「ジャパンバ

ードフェスティバル」では

リトルターン・プロジェク

トと協力して回収したデコ

イの色塗り教室を、さらに

は「バードカービング教室」

ではデコイ製作を参加者に

体験してもらった。 

④例年行っている小学校の

船上見学は市立小学校 5 校

に対して実施した。参加小

学校は減少傾向にある。 

⑤手賀沼船上探鳥会。2 回

に分けて実施。応募数多く

抽選で参加者を決めるなど

例年と同じく好評だった。 

4/29 

6/25、

7/1 

 

11/4、5 

 

 

 

 

2/25 

 

 

5/31 

6/5 

7/12、14 

10/6 

2/4 

森ケ崎

営巣地 

 

 

我孫子

市アビ

スタ 

 

 

アミュ

ゼ柏 

 

手賀沼 

 

 

 

手賀沼 

 

 

 

2名 

 

 

 

5名 

6名 

 

 

 

4名 

 

 

のべ 

5名 

 

 

1名 

外部 講

師 1名 

45名 

 

 

 

約 200名 

 

 

 

 

16名 

 

 

計 217名 

引率教師 18名 

 

 

各回それぞれ 15

名計 30名 

(４ )持続可能な

地域づくりに関

する人及び団体

の交流とネット

ワークの構築事

業 

①東大教授宮下直氏による

講演会「今、なぜ生物多様

性か？人と自然の関係から

考えよう」を開催した。生

物多様性の現状や生物多様

性がもたらす恩恵、脅威な

どについて話していただ

き、盛会だった。 

②「柏の自然風景と生きも

の」をテーマに市内巡回写

真展を開催した。市民に広

く呼びかけ身近な風景、生

物の写真を提供してもらい

それらを含めて展示した。 

③他団体との連携を強くす

るべくパレット柏が主催す

る環境月間、および「環境・

子育て・防災フェスティバ

ル」に参加した。 

12/3 

 

 

 

 

 

 

 

11/13～

12/10 

計 28日

間 

 

 

 

 

6/1～15 

8/20 

アミュ

ゼ柏 1F

プラザ 

 

 

 

 

 

ラコル

タ柏、ひ

まわり

プラザ、

パレッ

ト柏他 

計 4 か

所 

パレッ

ト柏 

11名 

 

 

 

 

 

 

 

のべ 約

40名 

 

 

 

 

 

 

3名 

4名 

122名 

 

 

 

 

 

 

 

市民来場者 

約 1,200名 

 

 

 

 

 

 

市民多数来場 

幼児・小学生 10

名 保護者同伴 

 


